
― 51 ―

別
府
に
没
し
た
〝
新
し
い
女
性
〟

辛
島
キ
ミ　

三
十
年
の
生
涯
を
追
う

白
　
土
　
康
　
代

か
そ
か
な
る
光
を
あ
て
に
今
日
も
ゆ
く
つ
か
れ
た
る

身
に
長
き
旅
か
な

　

辛
島
キ
ミ
（
き
み
、
き
み
子
、
公
子
と
も
）
は
、
日
本
女
性
と
し
て

専
門
的
に
哲
学
を
修
め
た
最
初
の
人
で
あ
る
。
大
正
時
代
に
、
い
ち
早

く
女
性
を
受
け
入
れ
た
東
洋
大
学
の
印い
ん
ど度
哲
学
倫
理
学
科
を
首
席
で
卒

業
し
て
い
る
。
大
正
十
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
温
泉
の
町
と
し
て
知
ら

れ
る
別
府
の
旅
館
の
娘

で
あ
っ
た
。

別
府
の
紅
葉
館

　

辛
島
キ
ミ
は
明
治
二

十
九
年
二
月
十
一
日
に

大
分
県
宇
佐
郡
駅や
っ

館か
ん

村
で
生
ま
れ
た
。
六
人

弟
妹
の
長
女
で
あ
る
。

　

父
は
辛
島
虎
次

郎
（
慶
応
元
年
～
大

正
十
二
年
）。
宇
佐

郡
駅
館
村
の
名
家
の

生
ま
れ
。
明
治
三
十

年
初
め
に
別
府
に
移

住
。
紅
葉
館
を
経
営

す
る
。
明
治
三
十
二

年
、
全
国
遊
説
中
の

総
理
大
臣
伊
藤
博
文

の
歓
迎
会
が
「
新
築

の
」
紅
葉
館
に
お
い

て
開
か
れ
た
。
開
業
は
こ
の
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
紅
葉
館
は
、
別
府
の

数
多
く
の
旅
館
の
中
で
も
政
財
界
の
要
人
が
利
用
す
る
高
級
旅
館
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
。

　

母
親
は
早
く
に
死
別
と
い
う
こ
と
以
外
何
も
判
明
し
て
い
な
い
。「
女

人
群
像
長
望
記
述
」（
東
洋
大
学
新
聞　

昭
和
五
年
六
月
七
日
）に
は「
湯

の
町
別
府
に
呱
々
の
声
を
揚
げ
て
間
も
な
く
母
を
失
い
定
石
通
り
薄
倖

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
母
亡
き
あ
と
父
の
内
助
を
勤
む
る
ホ
テ
ル

辛島きみ
（「読売新聞」大正11年３月24日）

紅葉館（『別府温泉画報』東洋写真画報、1924年）
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紅
葉
館
の
女
将
、
女
中
相
手
に
長
煙
管
を
く
わ
え
て
」
と
あ
る
。
高
級

旅
館
に
は
万
事
を
差
配
す
る
女
将
が
必
要
だ
が
、
キ
ミ
が
ど
の
程
度
旅

館
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
大
正
九
年

（
キ
ミ
二
十
四
歳
）
に
は
、
旅
館
主
と
し
て
届
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
当
時
、
キ
ミ
は
東
洋
大
学
在
籍
中
の
身
で
あ
る
。
何
ら
か
の
複
雑
な

家
庭
的
事
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
調
査
し
き
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
こ
ろ
に
作
ら
れ
た
キ
ミ
の
歌
に
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

白
萩
の
さ
か
り
の
頃
の
秋
の
日
に
家
を
さ
び
し
み
出

で
し
身
な
が
ら

三
界
に
家
な
き
家
を
た
づ
ね
つ
つ
暮
れ
て
は
道
の
い

そ
が
る
る
か
な

　

こ
れ
ら
の
歌
に
は
、
単
に
母
の
い
な
い
家
庭
と
い
う
以
上
の
さ
び
し

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
旅
館
の
女
主
人
で
あ
り
な
が
ら
我
が
身
を
「
三
界

に
家
な
き
」
と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

大
分
高
女
時
代

　

大
正
二
年
（
キ
ミ
十
七
歳
）、
大
分
県
立
高
等
女
学
校
卒
業
。
大
分

県
立
高
等
女
学
校
は
明
治
三
十
三
年
に
創
立
さ
れ
た
県
下
最
初
の
女
子

の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
。
明
治
政
府
の
方
針
に
よ
り
、
他
の
女
学
校

と
同
様
に
、
良
妻
賢
母
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
は
い
た
が
、
裁
縫

の
授
業
な
ど
と
同
時
に
、
外
国
語
、
歴
史
、
数
学
の
授
業
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
進
歩
的
な
校
風
で
あ
っ
た
。
北
原
白
秋
の
二
人
の
妻
、
歌
人
の

江
口
章
子
、
佐
藤
菊
子
が
と
も
に
同
校
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
る
。

　
『
同
窓
会
誌
』
の
消
息
欄
「
雁
の
つ
て
」
に
は
、
辛
島
キ
ミ
が
「
ク

ラ
ス
一
の
気
焔
家
で
」「
皆

が
さ
か
ん
に
連
絡
を
待
っ
て

い
る
が
な
し
の
つ
ぶ
て
」
な

ど
と
あ
り
、
高
女
時
代
の
キ

ミ
の
「
新
し
い
女
」
と
し
て

の
片
鱗
が
う
か
が
わ
れ
る
。

大
正
十
一
年
に
は
母
校
を

訪
ね
て
、
近
況
報
告
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。「
今
夏
御
帰

省
、
学
校
に
も
お
見
え
に
な

り
ま
し
た
。
東
洋
大
学
女
生

徒
中
、
首
席
で
す
と
。
ま
す

大分県立高等女学校（『大分今昔』大分合同新聞社、1964年）
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ま
す
お
奮
い
遊
ば
せ
」
と
あ
っ
た
。
大
学
卒
業
を
前
に
母
校
に
挨
拶
に

出
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
第
一
高
女
85
年
の
歩
み
』
に
は
、
名
を
な
し
た
卒
業
生
と
し
て
、

九
州
大
学
女
子
医
専
博
士
第
一
号
で
あ
る
佐
藤
イ
ク
ヨ
、
前
田
夕
暮
に

師
事
し
た
歌
人
尾
家
歌
子
の
二
人
が
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

二
人
と
も
キ
ミ
と
同
じ
第
十
回
生
で
あ
る
が
、
キ
ミ
に
つ
い
て
の
紹
介

は
な
か
っ
た
。

東
京
の
「
西
ヶ
原
グ
ル
ー
プ
」

　

大
分
高
女
を
卒
業
後
、「
各
所
の
高
等
の
専
門
教
育
を
修
め
た
」
と

聞
く
が
、
具
体
的
な
学
校
名
な
ど
は
判
明
し
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
父

の
旅
館
経
営
を
助
け
つ
つ
も
「
女
中
相
手
に
長
煙
管
を
く
わ
え
て
一
生

を
」
送
る
こ
と
を
「
伸
び
ん
と
す
る
自
己
の
侮
辱
」
と
感
じ
、
別
府
と

東
京
を
行
き
来
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
正
四
年
の
『
青
鞜
』
購
読
者
名
簿
に
キ
ミ
の
名
が
み
え
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
こ
ろ
、
キ
ミ
の
求
め
て
い
た
も
の
を
わ
ず
か
に
伺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

た
だ
「
西
ヶ
原
グ
ル
ー
プ
」
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

「
西
ヶ
原
グ
ル
ー
プ
」
と
は
、
大
分
出
身
の
画
家
、
片
多
徳
郎
（
明
治

二
十
二
年
～
昭
和
九
年
）
の
周
り
に
集
ま
っ
た
芸
術
家
グ
ル
ー
プ
の
こ

と
で
あ
る
。
片
多
が
大
正
四
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
東
京
駒
込
西
ヶ

原
に
居
を
構
え
て
い
た
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
た
。

　

当
時
の
片
多
の
画
業
は
充
実
し
て
い
た
。
大
正
三
年
の
文
展
に
「
夏

山
急
雨
」
が
入
選
し
褒
状
を
受
け
、
大
正
六
年
に
は
「
伎
女
舞
踏
団
」

が
特
選
に
な
り
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
「
花
下
竹
人
」
が
特
選
、
そ
の
翌

年
に
は
最
高
傑
作
と
い
わ
れ
る
「
霹へ
き
れ
き靂
」
が
第
一
回
帝
展
で
〝
推
薦
〟

と
な
っ
て
い
る
。
大
正
十
年
に
は
帝
展
審
査
員
に
推
さ
れ
る
な
ど
、
画

家
と
し
て
、
も
っ
と
も
脂
の
乗
り
切
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
片
多

の
西
ヶ
原
の
家
に
、
大
分
出
身
の
若
い
芸
術
家
た
ち
、
権
藤
種
男
、
保

田
善
作
、後
藤
真
吉
、江
藤
純
平
、彫
刻
の
日
名
子
実
三
な
ど
多
士
済
々

の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
芸
術
論
を
交
わ
し
て
い
た
。
北
原
白
秋
に
弟

子
入
り
し
て
い
た
歌
人
の
三
浦
義
一
も
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

東
洋
大
学
哲
学
科
に
入
学

　

大
正
七
年
（
キ
ミ
二
十
二
歳
）、
東
洋
大
学
大
学
部
哲
学
科
に
入
学
。

高
女
卒
業
後
、
五
年
が
過
ぎ
て
い
た
。

　

東
洋
大
学
は
仏
教
哲
学
者
、
井
上
円
了
が
明
治
二
十
年
に
設
立
し
た

哲
学
館
を
前
身
と
す
る
。

※
東
洋
大
学
は
正
式
に
は
専
門
学
校
令
に
よ
り
男
子
専
門
学
校
と
し
て
認

可
を
受
け
た
私
立
大
学
。
大
学
令
に
よ
る
認
可
は
昭
和
三
年
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大
正
四
年
に
日
本
で
最
初
に
女
性
を
受
け
入
れ
た
大
学
と
し
て
知
ら

れ
る
。そ
の
最
初
の
女
性
、栗
山
津
彌
は
国
文
学
科
を
卒
業
後
、文
検（
中

等
教
員
免
許
の
検
定
試
験
）
に
合
格
し
、
東
京
府
立
第
五
中
学
校
に
赴

任
。
日
本
の
教
育
史
上
初
め
て
男
子
中
学
校
で
教
え
た
女
性
の
教
師
と

な
る
。

　

大
正
九
年
、
栗
山
津
彌
の
卒
業
を
送
る
た
め
、
二
回
生
で
あ
っ
た
キ

ミ
は
、
同
級
生
を
誘
っ
て
「
学
術
の
研
究
と
相
互
の
親
睦
を
目
的
と
す

る
と
こ
ろ
の
女マ

マ生
の
会
」
を
設
立
す
る
。
初
の
女
性
の
卒
業
生
を
「
曙

の
光
と
仰
ぎ
」、「
あ
け
ぼ
の
会
」
と
名
付
け
、
以
後
、
例
会
を
開
く
。

会
に
は
学
生
だ
け
で
な
く
、
学
長
、
教
授
陣
も
出
席
し
て
い
る
。
そ
の

中
に
は
、『
古
寺
巡
礼
』
を
出
版
し
た
ば
か
り
の
和
辻
哲
郎
の
名
前
も

見
え
る
。

　

キ
ミ
が
卒
業
す
る
大
正
十
一
年
一
月
二
十
五
日
に
は「
あ
け
ぼ
の
会
」

に
よ
る
「
辛
島
キ
ミ
送
別
会
」
が
行
わ
れ
た
。
キ
ミ
の
猛
勉
強
ぶ
り
に

つ
い
て
は
先
の
「
女
人
群
像
長
望
記
述
」
に
は
「
三
日
半
日
読
書
に
熱

中
し
て
死
に
瀕
し
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
希
望
的
推
論
だ
が
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
っ
た
と
感
じ
る
。

　

大
正
十
一
年
三
月
二
十
五
日
、
二
十
七
歳
で
大
学
部
印
度
哲
学
倫
理

学
科
の
卒
業
生
二
十
二
人
中
、
首
席
で
卒
業
。
新
聞
に
「
首
席
で
東
洋

大
学
を
卒
業
す
る
女
哲
学
士
」
と
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
「
今
回
の
修
了
者
中
た
っ
た
一
人
の
婦
人
卒
業
生
と
し
て
出
る
辛
島

き
み
子
さ
ん
は
明
治
二
十
九
年
生
ま
れ
で
二
十
七
歳
で
す
が
、
郷
里
の

大
分
高
等
女
学
校
を
了
る
と
各
所
に
高
等
の
専
門
教
育
を
修
め
本
大
学

に
は
大
正
七
年
の
春
に
大
学
部
の
哲
学
科
に
来
て
、
爾
来
四
年
間
の
課

程
を
踏
み
此
度
芽め

出で

度た
く
卒
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
」
と
い
う

東
洋
大
学
の
幹
事
、
郷
白
巌
の
言
葉
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
読
売
新

聞
大
正
十
一
年
三
月
二
十
四
日
）

　

記
事
に
は
「
女
学
校
教
師
の
招
請
を
断
っ
て
、
紡
績
工
女
の
教
育
に

従
ふ
決
心
」
と
あ
っ
た
。
当
時
、大
手
の
各
紡
績
工
場
は
工
場
内
に
「
高

哲学館（東洋大学井上円了研究センター所蔵）

東洋大学、授業風景（東洋大学井上円了研究センター所蔵）
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等
女
学
校
令
」
に
準
じ
た
女
学
校
を
設
け
て
い
た
。
キ
ミ
は
こ
う
し
た

女
学
校
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
を
望
み
、
取
材
に
対
し
て
「
こ
れ
か
ら
は

一
生
、
書
生
で
暮
ら
し
ま
す
」
と
答
え
て
い
る
。

　

大
正
十
一
年
発
行
の
「
雁
の
つ
て
」
に
は
現
住
所
が
「
東
京
都
外
向

島
鐘
紡
支
店
内
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
鐘
紡
が
工
場
内
に
設
け
て
い

た
女
学
校
の
教
師
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。が
、

大
正
十
二
年
に
は
父
親
が
死
亡
し
、
父
に
代
わ
っ
て
別
府
で
旅
館
経
営

に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
疑
問
も
残
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
生

を
「
書
生
」
と
し
て
暮
ら
し
た
い
と
い
う
キ
ミ
の
願
い
が
果
た
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

旅
館
経
営
と
そ
の
身
辺

　

大
正
十
三
年
春
、
友
人
の
辻
潤
（
明
治
十
七
年
～
昭
和
十
九
年
、
ダ

ダ
イ
ス
ム
の
評
論
家
、
思
想
家
）
が
来
別
。
紅
葉
館
で
「
酒
と
寝
床
に

あ
り
つ
き
」、
そ
の
様
子
を
書
き
残
し
て
い
る
。
い
か
に
も
ダ
ダ
イ
ス

ト
ら
し
い
夢
想
に
ふ
け
る
辻
潤
に
、「
忙
し
い
か
ら
そ
ん
な
く
だ
ら
な

い
話
な
ん
か
聴
い
て
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
よ
」「
よ
く
あ
な
た
の
書
く

よ
う
な
馬
鹿
な
原
稿
が
お
金
に
な
る
わ
ね
」
と
言
い
放
つ
な
ど
、
二
人

の
会
話
か
ら
は
、
む
し
ろ
現
実
的
な
、
旅
館
の
女
将
と
し
て
て
き
ぱ
き

と
働
く
キ
ミ
の
姿
が
浮
か
ぶ
。

　

キ
ミ
の
専
門
は
印
度
哲
学
で
あ
る
が
、
辻
潤
の
「
ク
ン
シ
（
キ
ミ
の

あ
だ
名
）
は
僕
の
友
達
な
の
だ
が
、
ペ
ル
シ
ア
の
哲
学
に
凝
り
固
ま
っ

て
気
が
お
か
し
く
な
っ
て
ホ
テ
ル
を
開
い
て
い
る
」、
ま
た
同
じ
く
ダ

ダ
イ
ス
ト
の
詩
人
、
高
橋
新
吉
（
明
治
三
十
四
年
～
昭
和
六
十
二
年
）

の
「
気
が
お
か
し
く
な
っ
て
と
い
う
の
は
辻
潤
の
出で

鱈た
ら
目め

で
あ
る
。
辛

島
キ
ミ
は
理
性
的
な
聡
明
な
女
で
（
略
）、
ペ
ル
シ
ア
哲
学
と
い
う
の

は
オ
ム
マ
ハ
ヤ
ム
の
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
で
あ
っ
た
よ
う
だ
」
と
い
っ
た
発

言
を
信
じ
る
な
ら
、
広
く
ペ
ル
シ
ア
哲
学
に
も
大
い
に
関
心
を
も
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
キ
ミ
の
卒
論
な
ど
は
残
念
な
が
ら
、
発
見
し
て
い

な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
「
ペ
ル
シ
ア
の
哲
学
に
凝
り
固
ま
っ
て
気
が
お

か
し
く
な
っ
た
」
と
ま
で
辻
が
評
し
た
キ
ミ
の
胸
中
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
前
の
年
、
父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
年
、
関
東
大
震

災
に
遭
遇
し
た
妹
を
案
じ
て
上
京
し
て
い
る
が
、
青
春
の
地
で
あ
る
東

京
の
無
残
な
姿
を
目
に
し
た
こ
と
な
ど
が
、
キ
ミ
に
な
ん
ら
か
の
影
響

を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
旅
館
経
営
、
幼
い
弟
妹
五

人
の
生
活
は
キ
ミ
一
人
の
肩
に
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

地
震
に
対
し「
別
府
温
泉
旅
館　

紅
葉
館　

辛
島
き
み
」の
名
で「
謹

而
罹
災
地
御
得
意
様
並
び
に
知
友
皆
様
に
篤
く
御
見
舞
申
し
あ
げ
ま

す
」
と
い
う
新
聞
広
告
（
東
京
朝
日
新
聞　

大
正
十
二
年
九
月
二
十
二
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日
）
を
出
し
て
い
る
。「
知
友
」
に
並
ぶ
「
御
得
意
様
」
と
い
う
言
葉
に
、

温
泉
郷
の
旅
館
経
営
者
と
し
て
の
立
場
が
推
し
量
ら
れ
る
。

　

別
府
を
訪
れ
た
辻
潤
は
、
ま
た
同
市
在
住
の
三
浦
義
一
を
訪
ね
た
。

「
着
古
し
た
和
服
の
着
流
し
姿
で
、
ポ
ツ
ポ
ツ
と
静
か
な
口
調
で
盃
を

含
み
な
が
ら
話
す
姿
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
辻
、
四
十
歳
、
義
一
は

二
十
六
歳
で
あ
る
。

　

三
浦
義
一
（
明
治
三
十
一
年
～
昭
和
四
十
六
年
）
は
、
大
分
出
身
の

歌
人
で
あ
る
。
旧
制
大
分
中
学
か
ら
早
稲
田
予
科
に
進
み
、
文
学
を
志

す
。
門
下
生
と
し
て
北
原
白
秋
の
家
に
住
み
込
み
、歌
の
道
に
は
げ
む
。

父
、
三
浦
数
平
は
、
大
分
市
長
（
大
正
六
年
～
大
正
十
五
年
）
の
ち
に

衆
議
院
議
員
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

　

大
分
県
の
文
化
史
に
お
い
て
、
義
一
は
大
正
期
に
「
青
弦
」「
蜜
柑

の
花
」「
ト
ロ
イ
カ
」
な
ど
の
同
人
誌
を
出
し
、「
和
歌
革
新
運
動
の
リ
ー

ダ
ー
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
一
般
的
に
は
、
義
一

は
歌
人
と
し
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
右
翼
の
活
動
家
、
フ
ィ
ク
サ
ー
と
し

て
知
ら
れ
る
。

　

昭
和
七
年
、
大
亜
義
盟
を
創
立
。
宮
内
省
御
用
菓
子
屋
の
不
敬
を
糾

弾
し
て
、
十
四
ヵ
月
の
拘
禁
を
う
け
た
虎
屋
恐
喝
事
件
、
天
皇
機
関
説

を
唱
え
た
美
濃
部
博
士
狙
撃
事
件
（
昭
和
十
年
）
を
は
じ
め
、
い
く
つ

も
の
事
件
を
起
こ
し
、
た
び
た
び
収
監
さ
れ
る
。
戦
後
は
政
財
界
の
黒

幕
と
見
な
さ
れ
、
東
京
日
本
橋
の
室
町
に
事
務
所
を
か
ま
え
た
こ
と
か

ら
、
室
町
将
軍
と
も
呼
ば
れ
た
。

　

だ
が
そ
れ
は
後
年
の
こ
と
で
、
辻
が
、
義
一
を
訪
ね
た
の
は
、
歌
人

と
し
て
の
義
一
で
あ
り
、キ
ミ
と
の
繋
が
り
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
、

病
療
養
中
の
義
一
と
キ
ミ
は
同
居
し
て
い
た
。

　

キ
ミ
と
義
一
の
出
会
い
は
、
彼
が
歌
の
道
に
勤
し
ん
で
い
た
「
西
ヶ

原
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
だ
と
推
察
す
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

大
正
十
四
年
、
義
一
は
『
不
知
火
』
を
創
刊
し
て
い
る
。
同
人
は
山

下
鉄
之
輔
を
は
じ
め
と
す
る
旧
制
大
分
中
学
の
関
係
者
が
多
く
、
画
家

の
佐
藤
敬
、
音
楽
家
の
園
田
清
秀
な
ど
も
参
加
し
た
。
キ
ミ
も
同
人
で

あ
る
。

　
「
雁
の
つ
て
」（
大
正
十
四
年
）
に
は
キ
ミ
の
消
息
と
し
て
「
昨
年
秋

よ
り
病
床
に
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
十
一
月
か
ら
同
好
の
人
数
人
と
文

芸
雑
誌
『
不
知
火
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
第
八
回
丸
山
待
子
氏
、
十

回
二
組
の
安
部
さ
な
お
さ
ん
等
も
同
人
で
あ
り
ま
す
。
熱
心
な
誌
友
を

希
望
し
て
い
ま
す
と
か
」
と
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
期
、
高
橋
新
吉
に
あ
て
た
ハ
ガ
キ
に
「
私
は
気
永
く
静
か
に

ま
だ
寝
て
い
ま
す
。
と
う
て
い
起
き
て
歩
く
様
な
事
に
は
二
三
年
な
れ

そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
或
い
は
永
久
に
そ
ん
な
事
は
出
来
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
天
気
の
い
い
日
な
ど
時
々
縁
に
出
て
青
い
空
を
見
春
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日
の
中
に
舞
っ
て
い
る
小
さ
き
虫
共
を
見
て
い
る
と
た
ま
ら
な
く
此
の

一
日
が
尊
く
め
ぐ
み
に
充
ち
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
」
と
あ
る
。

　

し
か
し
哲
学
か
ら
歌
の
道
へ
と
歩
き
始
め
た
と
思
わ
れ
る
キ
ミ
が
病

床
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
二
度
と
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
不
知
火
』
第
二
年
第
一
号
（
大
正
十
五
年
一
月
二
十
日
）
の
発
行

所
は
、
キ
ミ
と
義
一
が
共
に
住
ん
で
い
た
別
府
市
浜
脇
矢
ノ
林
迦
久
礼

山
草
房
。こ
れ
よ
り
少
し
前
、別
府
市
内
に
お
い
て
キ
ミ
は
何
度
か
引
っ

越
し
を
し
て
い
る
。
経
営
難
に
陥
っ
た
紅
葉
館
が
人
手
に
わ
た
り
、
家

を
移
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

キ
ミ
と
義
一
は
入
籍
を
し
た
夫
婦
で
は
な
か
っ
た
が
、キ
ミ
を
「
妻
」

と
記
し
て
い
る
評
伝
も
あ
る
。
な
に
よ
り
義
一
自
身
が
、「
妻
」
キ
ミ

を
詠
ん
だ
歌
を
い
く
つ
も
残
し
て
い
る
。

こ
の
世
の
思
ひ
し
げ
き
と
き
あ
ま
へ
言
の
愛
ぐ
し
き

汝
よ
瞼
撫
で
や
ら
む

　
『
不
知
火
』
第
二
年
第
一
号
の
裏
表
紙
に
は
黒
枠
で
「
亡
妻
辛
島
公

子
儀
永
ラ
ク
病
中
ノ
処
養
生
相
不
叶
一
月
十
九
日
午
前
零
時
拾
死
去
仕

候
間
此
段
生
前
辱
知
諸
氏
ニ
御
通
告
申
上
候　

大
正
十
五
年
一
月
十
九

日　

三
浦
義
一
」
と
あ
り
、
キ
ミ
が
こ
の
世
を
去
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ

て
い
た
。
戒
名
は
慧
眼

院
眞
諦
円
明
大
姉
。

　

病
床
に
お
い
て
キ
ミ

は
い
く
つ
も
の
歌
を
詠

ん
で
い
る
。
大
輪
の
花

を
咲
か
す
こ
と
は
な
く

と
も
、こ
の
世
へ
の「
し

げ
き
思
い
」
を
秘
め
た
〝
小
さ
き
菫す
み
れ〟
は
咲
い
た
と
信
じ
た
い
。

花
遂
に
開
く
こ
と
な
く
枝
枯
れ
ぬ
春
枕
頭
の
わ
び
し

き
春
か
な

春
の
雨
つ
い
ぢ
程
よ
く
し
め
る
処
菫
は
小
さ
く
咲
き

て
を
る
か
な

　

義
一
は
キ
ミ
の
死
後
、
キ
ミ
の
妹
う
め
と
結
婚
、
義
弟
た
ち
に
も
愛

情
を
注
い
で
い
る
。

ス
ミ
レ
小
さ
く
咲
い
て

　

現
在
、
辛
島
キ
ミ
の
名
を
文
学
事
典
な
ど
で
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る 三浦義一（「続悲天」掲載）
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と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
野
溝
七
生
子
の
傍
だ
ろ
う
。
作
家
、
比
較
文
学
者

と
し
て
知
ら
れ
る
野
溝
（
明
治
三
十
年
～
昭
和
六
十
二
年
）
は
、
大
分

県
立
高
等
女
学
校
を
卒
業
後
、
同
志
社
大
学
英
語
専
門
部
予
科
か
ら
東

洋
大
学
へ
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
キ
ミ
の
誘
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
野

溝
自
身
が
述
べ
て
い
る
。

　

野
溝
は
学
生
時
代『
山く
ち
な
し梔
』（
大
正
十
二
年
）に
よ
り
作
家
デ
ビ
ュ
ー
。

多
く
の
作
品
を
残
し
、
八
十
九
歳
ま
で
生
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
大
学

卒
業
後
、
志
を
果
た
す
こ
と
な
く
、
わ
ず
か
四
年
あ
ま
り
で
こ
の
世
を

去
っ
た
辛
島
キ
ミ
の
存
在
が
、
故
郷
に
お
い
て
さ
え
ま
っ
た
く
忘
れ
ら

れ
て
き
た
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
わ
ず
か
に
『
別
府
今
昔
』

に
記
録
さ
れ
た
以
下
の
よ
う
な
姿
を
残
す
だ
け
で
あ
る
。

　

紅
葉
館
の
娘
キ
ミ
と
そ
の
友
人
の
野
溝
ナ
オ
と
い
う
二
人
の
女
性

は
別
府
に
お
け
る
「
新
し
い
女
性
」
運
動
に
大
き
な
役
割
を
残
し
た
。

キ
ミ
は
三
弦
に
特
殊
な
才
能
を
持
ち
、
自
分
で
深
編
み
が
さ
を
か
む

り
、「
こ
む
そ
う
姿
」
で
尺
八
を
吹
き
な
が
ら
別
府
の
町
を
流
し
て

歩
い
た
。
良
家
の
美
し
い
娘
が
ゆ
う
ゆ
う
と
町
か
ら
町
を
尺
八
の
音

色
を
ひ
び
か
せ
な
が
ら
歩
く
の
で
皆
び
っ
く
り
し
た
。

　

多
感
な
少
女
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
キ
ミ
と
ナ
オ
が
「
新
し
い
女
」

を
気
取
っ
て
い
た
こ
ろ
の
別
府
は
、
温
泉
の
町
と
し
て
全
国
に
そ
の
名

を
知
ら
れ
、
湯
治
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
が
、
観
光
文
化
都
市
と
し
て

は
未
整
備
で
、
中
心
街
に
は
遊
郭
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
熊
本
五
高
の

学
生
で
あ
っ
た
萩
原
朔
太
郎
が
、
別
府
を
訪
れ
「
さ
び
し
き
町
、
み
だ

ら
な
町
」
と
詠
っ
た
の
は
、
明
治
四
十
年
暮
れ
の
こ
と
で
あ
る
。
紅
葉

館
に
十
日
ほ
ど
滞
在
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
町
で
、「
新
し
い
女
」
で

あ
ろ
う
と
し
た
旅
館
の
娘
は
、
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

た
の
か
。

　

資
料
も
少
な
く
、
不
明
な
点
は
多
い
が
、
現
在
ま
で
に
判
明
し
た
辛

島
キ
ミ
の
、
わ
ず
か
三
十
年
足
ら
ず
の
〝
長
き
旅
〟
を
記
録
す
る
こ
と

で
、
大
正
時
代
に
哲
学
を
志
し
、
道
半
ば
で
世
を
去
っ
た
郷
土
の
先
人

女
性
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。
ま
た
こ
れ
を
機
に
、
彼
女
に
関
す

る
情
報
が
得
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。
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平成25年　亀塚古墳（大分市里）


